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我が子が大きくなったら…
ＡＩ教材を小中高生に提供する『atama plus』が、保護者に「これからの社会を生き抜

いていくために必要な力」や「なってほしい大人像」に関する調査を2022年10月に実施し、

その結果を公表しました。調査対象は、小学生から高校生の子どもをもつ保護者1200人。

「これからの社会を生き抜いていくために必要な力」については、「他の

人とうまくコミュニケーションがとれる」「自分で判断して、選んで決めら

れる」が同率で第1位。第3位が「学ぶこと、働くことの意味を理解し、今し

なければならないことを考えられる」という結果だったそうです。

こうした力が必要な社会を生きていくことになる我が子の「なってほしい大人像」の第

1位は「他人とコミュニケーションをうまく取れる」、2位「失敗しても立ち直れる」、3位

が同率で「自分の意見を言える」「主体的に行動する」という結果でした。

親が経験したこと

がないような変化が

あると予測される未

来。親がアドバイス

できないとなると、

子どもが自身で道を

切り開いていかなけ

ればなりません。そ

のために、我が子に

は自分の意見を伝え、

みんなと話し合いができる「コミュニケーション力」や正解がないことへの挑戦に必要な

チャレンジ精神と行動力を身に付けてほしいと願っている…ということでしょうか。

ただ、願っているだけでは、そうした力を育むことはできません。親

子・家庭での対話・会話によりコミュニケーション力を養い、親が見守

る中で子どもが失敗し、親の応援を胸にそこから成長していく経験がな

ければなりません。そのためには、家族が揃う時間が必要です。忙しい

毎日ですが、子どもがよりよく、たくましく、笑顔で生きていくために、

子どもと一緒に過ごす時間を作っていきましょう。
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わが子の写真が…
子ども達がＳＮＳを利用することで、変なサイトを閲覧して騙されな

いか、トラブルに巻き込まれないか…被害者となってしまわないかと心

配は尽きません。その一方で、私たち大人は大丈夫かというと…。例え

ば、「子どもの成長の記録に…」といって気軽にＳＮＳ上に子どもの写

真をアップしていませんか？それは、大変な大きな問題に発展する危険

性を孕んでいる…ということをご承知ですか。

先日、オーストリアの10代の女の子が両親のＳＮＳ上にアップした写真をめぐって、訴

えを起こした…という事例を耳にしました。それは、両親がFacebookに娘のおむつ交換や

トイレトレーニング写真などが500枚以上投稿していたケースについて。その女の子は、

自分の「幼い頃の恥ずかしい写真が誰でも見られる状態であることに耐えられない！」と、

両親に削除を求めたのに応じてもらえなかった…ということでの訴えだそうです。

「何を大げさな？」と思いますか？

親であっても子どもの「肖像権」を無視してはいけません。いえいえ、親だからこそ子

どもの「肖像権」を守らなければならないのです。子どもの人権を守るためにも大切なこ

とです。というのも、生成ＡＩを使えば、こうした写真一枚を元に、画像を不適切に加工

し、また動画として合成することが可能になります。「スシペロ」と名付けられた動画が

話題になりましたが、あの動画にお子さんの顔を貼り付けて、動画として投稿することも

可能なのです。いかがわしい動画に子どもの顔を貼り付けて、わが子が演技しているよう

に加工できる世の中になりました。また、それが虚偽のものだったと証明されたとしても、

ＳＮＳ上に広がったものは消すことのできないデジタルタトゥーとして残り続け、子ども

の一生に大きな禍を残す可能性があるのです。

また、児童ポルノサイトに子どもの写真が転載される…という可能

性もあります。実際に、子どもの裸やおむつ交換の様子など写真が、

児童ポルノサイトに転載されていたという例も聞きますし、保育園の

入り口で写真を投稿したブログの読者に待ち伏せされ、「○○くんだよ

ね」と声をかけられたという話もあります。ＳＮＳ上にアップされた

写真は、見る側の考えでいくらでも悪用できてしまうのです。

保護者がＳＮＳに子どもの写真や動画を投稿することについて、ピクスタが行った「子

ども写真のSNS投稿に関するアンケート」(2023年3月０歳から小学校高学年までの子どもを持つ保護者対象）による

と、「家族や友達に近況を伝えたい…54.5％」「子どもの成長の記録として

残したい…52.1％」が約半数を占めたそうです。その気持ちは分からない

でもないですが、不特定多数の人に見られるとしたら、様々な可能性が考

えないと、子どもの将来に関わる問題となってしまいます。

学校でも、参観日等「撮影・録画禁止」「撮影は可能だがネットへの投稿はしないこと」

というお願いを保護者にしているのは、こうした危険から子ども達を守るためです。

子どもの写真は熟慮の上でＳＮＳに投稿するかどうかを判断してください。子どもの将

来を守るためです。



インスタントメッセージと勉強の関係
『スマホはどこまで脳を壊すか』などという題名の本が発売されるぐらい、スマホを長

時間使用する子どもの学力について心配な状況。スマホによって勉強の時間が少なくなっ

たり、ブルーライトによって睡眠の質が悪くなったりすることが心配ではなく、スマホの

長時間使用は、直接脳に悪影響を与えているのだとか。

仙台市が2017年度 小５～中３の児童生徒に行った調査の中に「携

帯電話・スマホなどでメールやメッセージのやりとりをするとき、

どれくらいの時間で返事をしなければいけないと思っていますか」

という質問がありました。

その結果は、「すぐに返す」と回答した子が29.4％、「30分以内」が22.0％、「1時間以

内」が7.9％、「その日の内に」が27.9％、「翌日以降でもかまわない」が12.8％でした。

「すぐに返す」「30分以内」「1時間以内」を合わせると59.3％。「LINEは即レス」

が子ども達の常識であり、そうしないといけない、友達関係が保てないという

強迫観念があるのでしょうか。となると、1日1時間勉強する子は、勉強中に友

人からメッセージが届いたら約6割の子は勉強を中断し、スマホを手に取り返信

をしているということになります。

LINE等の特徴は、メールよりも文が短く、スタンプ等を用いてのやりとり。そのため、

着信・返信のラリーが多くなりがちです。また、グループトークの機能もあるため、複数

人が同時にやりとりができるため、送受信の回数が更に増えてしまいます。さらに、「既

読」機能があるため、「既読」したのに返信をしないことは相手に「無視した！」と思わ

れてしまうかもしれないので「早く返信！」という焦りが生まれて…。もう、スマホから

手が離せません。だから、通知音が鳴るだけで精神的な焦りや不安などがこみ上げ、集中

力が低下してしまうことが考えられます。そうなると、もう勉強どころではありません。

実際に、東北大学の学生（平均年齢約22歳）でLINEの通知音が集中力に与える影響につ

いて調べたところ、通知音が鳴るだけで、集中力が下

がるという結果となったそうです。別にスマホを操作

しているわけではないのに…。

右の図は、スマホを持っている子どもたちについて、

LINE等のメッセージ使用時間と学力の関係を調べた結

果です。LINE等の使用時間が長い子ほど、テストの成

績が低くなっていることがうかがえます。「ながら勉強」

をしていなくても、勉強中に机の上のスマホに通知が

届くだけで、集中力が下がってしまうということです。

せっかく勉強をするのなら、集中して取り組み、成果をあげたいものです。そのために

は、LINE等のやりとりに関するマナーも大切ですし、思わぬ集中力阻害因子を取り除くこ

とも大切です。ご家庭のスマホルールについて、「勉強中はスマホの電源を切る」とか「勉

強する部屋にスマホを置かない」など、今一度話し合いをし、確認をお願いします。

青少年への愛のひと声活動……補導日誌から
○10月30日（月）15:00～

今日は小春日和だったので、外で遊ぶ子どもが目立ちました。呉竹中央公園では20人以

上の小学生や中学生のグループが遊んでいました。中には、グランドゴルフをするお年寄

りの方達と一緒に話す子ども達もいて微笑ましいなと感じました。

○10月30日（月）15:00～

アルプラ6Fで小学生がゲームをしていたので声をかけたら、「お母さんは映画を観てる」

とのことでした。連れてきた子ども達の意見が合わず一人だけゲームセンターに残ったの

かも知れず、何とも言えませんが、ゲームセンターで子どもを待たせて映画を観ても落ち

着いて観ていられるものでしょうか。

○11月９日（木）15:00～

11月にしては日中汗ばむ陽気で夕方も過ごしやすかったが、今週末から寒さ到来で体調

管理に注意が必要になりそうだ。松原海岸に行くと高校生 1クラスが海をバックに写真撮

影をしていた。卒業写真のようで、もうそんな時期かと、時の流れの速さに驚くばかりだ。

○11月９日（木）17:00～

暗くなるのが早くなってきているため、自転車の移動等、補導の道中に

ついても注意深く見ていきたい。

○12月５日（火）15:00～

ちえなみきの2階窓際全て学生で、その一人の男子学生に声をかけたら、「今、試験中で

みんな試験勉強です」とのことでした。邪魔にならないよう、静かに見

廻って1階に展示してある本を見ていたら、かなりボロボロになった物

があった。さすがに販売はしないでしょうが、ほしくて買いたい本があ

っても何人も読んだだろう本を定価で買う人がはたして何人いるのかと

話題になりました。敦賀駅2階も全テーブル学生が勉強していました。

○12月11日（月）15:00～

敦賀駅付近では工事があり、バスも多く停まり、観光客らしき人

も見られ、いつもより混雑していました。そんな中、中学生がバス

停で待っていたり、学生が駅に向かって歩いていましたが、話に夢

中で車が来ているのか確認が十分できていないようで少し怖いなと

感じました。暗くなるのも早く、年末ということもあり、歩行者も

車をお互いに気をつける必要があると思いました。


